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はじめに

Anti-Executableは、実⾏禁⽌ファイルの実⾏を防⽌することによってコンピュータを保護します。

トピック

重要な情報
テクニカルサポート
⽤語の定義
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重要な情報

このセクションにはお客様の Faronics製品についての重要な情報が記載されています。

Faronicsについて
Faronicsは、複雑な IT環境の管理を容易にし、セキュリティを確保する、業界をリードするソ
リューションをお届けしています。Faronicsの製品は、システムの可⽤性を 100パーセント確
保することで、多くの情報技術専⾨家の⽇常業務を劇的に改善しました。学校施設をはじめ、
医療機関、図書館、政府組織、または法⼈企業で Faronicsの顧客中⼼の取り組みによるパワフル
なテクノロジー改⾰を有効に御使⽤頂いています。

製品マニュアル
Faronics Anti-Executableのマニュアルは、次のマニュアルで構成されています :

• Faronics Anti-Executableユーザガイド — このマニュアルでは製品の使⽤⽅法を説明します。
• Faronics Anti-Executableリリースノート —このドキュメントには新しい機能、既知の問題、

解決された問題が記載されています。
• Faronics Anti-Executable readme.txt — このドキュメントではインストールプロセスを説明

します。
able Standardユーザガイド
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テクニカルサポート

当社では、使いやすく、問題のないソフトウェアを設計するためにあらゆる努⼒を重ねています。
万が⼀、問題が発⽣した場合は、テクニカル サポートまでご連絡ください。

電⼦メール : support@faronics.com

電話番号 : 800-943-6422 または 604-637-3333

営業時間 :⽉曜⽇〜⾦曜⽇ 午前 7:00時から午後 5:00時 (太平洋標準時刻 )

お問い合わせ
    

• Web: www.faronics.com

• 電⼦メール : sales@faronics.com

• 電話番号 : 800-943-6422 または 604-637-3333

• ファックス : 800-943-6488 または 604-637-8188

• 営業時間 :⽉曜⽇〜⾦曜⽇ 午前 7:00時から午後 5:00時 (太平洋標準時刻 )

• 住所 : Faronics Technologies USA Inc.

2411 Old Crow Canyon Road, Suite 170

San Ramon, CA 94583

USA

Faronics Corporation

609 Granville Street, Suite 620

Vancouver, BC V7Y 1G5

Canada

Faronics Corporation（ヨーロッパ）
Siena Court 

The Broadway Maidenhead 

Berkshire, SL6 1NJ UK
 Anti-Executable Standardユーザガイド
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⽤語の定義

⽤語 定義
アラート 実⾏禁⽌ファイルを起動しようとすると、表⽰される通知ダイアログです。

Anti-Executableの管理者と信頼ユーザーは、アラートのメッセージと表
⽰⽅法を指定できます。詳細は、「Anti-Executableの構成のエクスポート」
を参照してください。

Anti-Executable
管理者

Anti-Executable管理者は、すべての Anti-Executable設定オプションにア
クセスできます。ホワイトリストとブラックリストの作成および編集、
Anti-Executableユーザーの管理、Anti-Executable保護の有効化または無
効化の設定、Anti-Executableのアンインストールやアップグレードを⾏
うことができます。

Anti-Executable 
Console Loadin

Faronics Core Consoleの機能を拡張するソフトウェアライブラリで、リ
モートワークステーションにインストールされた Anti-Executableの構成
と操作に対し完全なコントロールを可能にします。

Anti-Executable
信頼ユーザー

信頼ユーザーは、[ステータス ]タブ、[ホワイトリスト ]タブ、および
[ブラックリスト ]タブにアクセスできます。ホワイトリストやブラック
リストの作成および編集、Anti-Executable保護の有効化または無効化を
⾏えます。Anti-Executableをアンインストールしたりアップグレードす
ることはできません。

実⾏許可ファイル 有効なホワイトリストの中の実⾏ファイル。プログラムを実⾏することが
できます。

ブラックフォルダ ブロックされた実⾏可能ファイルがあるフォルダおよびそのサブフォルダ。

ブラックリスト Anti-Executableによってブロックされる実⾏可能ファイルまたは実⾏可
能ファイルを含むフォルダのリスト。

実⾏可能ファイル オペレーティングシステムによって、実⾏できるすべてのファイル。
Anti-Executableによって管理される実⾏可能ファイルで、.scr、.jar、
.bat、.com、または .exeという拡張⼦が付いているもの。

外部ユーザー Anti-Executable管理者ユーザーまたは Anti-Executable信頼ユーザーのい
ずれでもないその他すべてのユーザー。
外部ユーザーは、実⾏許可ファイルのみを実⾏でき、Anti-Executableの
構成を操作することはできません。オペレーティングシステムによって指
定されたいかなるユーザー権限に関係なく、この制限は適⽤されます。

Faronics Core
エージェント

Faronics Core Consoleとの通信を可能にするために、ワークステーション
上にインストールされるソフトウェア。

メンテナンス
モード

メンテナンスモードになっているときに、追加または修正された新しい実
⾏可能ファイルは、⾃動的に有効なホワイトリストに追加されます。

保護 [有効化 ]に設定すると、Anti-Executableにより有効なホワイトリストに
応じてワークステーションが保護されます。[無効化 ]に設定すると、あら
ゆる実⾏可能ファイルをワークステーション上で実⾏することができます。
able Standardユーザガイド
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ステルスモード ステルスモードは、システム上の Anti-Executableの存在を視覚的に⽰す
アイコンなどを管理する複数のオプションです。ステルスモードでは、管
理者は、Windowsのシステムトレイで Anti-Executableのアイコンを⾮表
⽰にしたり、アラートやスプラッシュ画⾯が表⽰されないようにするオプ
ションを利⽤できます。

信頼実⾏可能
ファイル

信頼実⾏可能ファイルでは、実⾏禁⽌になっているその他の実⾏可能ファ
イルを実⾏することができます。

実⾏禁⽌ファイル 実⾏禁⽌ファイルは、有効なホワイトリストに存在しないもので、実⾏で
きません。

ホワイトフォルダ すべての実⾏可能ファイルが実⾏できるフォルダおよびそのサブフォルダ。

ホワイトリスト Anti-Executableによって許可される実⾏可能ファイルまたは実⾏可能
ファイルを含むフォルダのリスト。

ワークステー
ション

システム要件で指定されたオペレーティングシステムを使⽤するクライア
ントまたはリモートコンピュータ。

指紋 それぞれのファイルには、指紋と呼ばれる個別の識別 ID があります。指
紋とはファイルの特徴のようなもので、Anti-Executableがファイルを識
別するために使⽤します。 

発⾏者 発⾏者とはファイルの作成者を指します。発⾏者はデジタル署名でファイ
ルを認証します。Anti-Executableは、発⾏者の名前で発⾏者が作成した
ファイルを識別します。 

⽤語 定義
 Anti-Executable Standardユーザガイド
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はじめに

Anti-Executableは、実⾏禁⽌ファイルの実⾏を防⽌することによってコンピュータを保護します。

トピック

Anti-Executable概要
システム要件
Anti-Executableのライセンス
able Standardユーザガイド
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Anti-Executable概要

Anti-Executableについて
Anti-Executableでは実⾏禁⽌ファイルが実⾏されることを防ぐため、IT管理者は完全にコン
ピュータを管理することができます。ホワイトリストと呼ばれるファイルリストにない実⾏可能
ファイルは実⾏されません。このホワイトリストは、編集、変更、削除などの権限を持つユー
ザーが完全に管理します。
Anti-Executable は⼀切迂回できません。実⾏可能ファイルの名前変更、リムーバブルストレージ
デバイスやネットワークからの実⾏はすべてブロックされるため、コンピュータは常に安全に保
たれ、時間やコスト、労⼒が節約できます。

Anti-Executableのエディションについて
Faronics Anti-Executableには 4つの異なるエディションがあります。サーバーまたはワークス
テーションであろうと、スタンドアロンまたはネットワークの⼀部であろうと、Anti-Executable
は必要とされる保護を提供します。ニーズに最も適した Anti-Executableのエディションを選択
してください。

*Enterprise版では、Faronics Core Consoleという中央管理コンソールから複数のコンピュータ
を保護できます。

Faronics Core Consoleについて
Faronics Core Consoleは、複数の Faronics製品を管理するための、軽量で⾼性能、安全かつ学
習し易い、統合されたフレームワークです。これは、表⽰、管理、インストール、更新、ワーク
ステーションとサーバーの保護を 1つのコンソールから⾏う、信頼性が⾼く⼀貫性のある⽅法を
提供しています。Faronics製品の完全な管理ソリューションによって、組織の効率性を⾼めるこ
とができます。
Anti-Executableの Enterprise版では、Faronics Core Consoleから複数のワークステーションを
保護できます。

エディション 保護のために Anti-Executableを使⽤
Standard ⾮サーバーオペレーティングシステムが搭載されているローカルコン

ピュータ
Server 
Standard

サーバーオペレーティングシステムが搭載されているローカルコンピュータ

Enterprise ⾮サーバーオペレーティングシステムが搭載されているリモートコン
ピュータ *

Server 
Enterprise

サーバーオペレーティングシステムが搭載されているリモートコンピュータ *
 Anti-Executable Standardユーザガイド
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システム要件

Anti-Executableは、次のオペレーティングシステムにインストールできます。
- Windows XP SP3の 32ビット版およびWindows XP SP2の 64ビット版 

- Windows Server 2003、Windows Server 2008、Windows Vista、Windows 7の 32ビット版お
よび 64ビット版
able Standardユーザガイド
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Anti-Executableのライセンス

Anti-Executableには完全版と評価版があります。評価版は無料で Faronicsのウェブサイト
(www.faronics.com)からダウンロードできます。評価版をインストールすると 30⽇間使⽤でき
ます。評価版の有効期限が切れると、コンピュータは保護されません。アンインストールするか、
完全版にアップグレードする必要があります。完全版でコンピュータを保護するには、有効なラ
イセンスキーが必要です。
Anti-Executable管理者は、Anti-Executableの [ステータス ]タブでライセンス情報を取得でき
ます。評価版を完全版にアップグレードするには、有効なライセンスキーを⼊⼒し、[OK]をク
リックします。

Anti-Executableサーバー版は、⾮サーバーオペレーティングシステムにインス
トールすることはできません。Anti-Executableサーバー版のライセンスキーは、
⾮サーバー版で使⽤することはできません。
Anti-Executable⾮サーバー版は、サーバーオペレーティングシステムにインス
トールすることはできません。Anti-Executable⾮サーバー版のライセンスキー
は、サーバー版で使⽤することはできません。
 Anti-Executable Standardユーザガイド
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Anti-Executableのインストール

この章では Anti-Executableのインストールプロセスについて説明します。

トピック

インストール概要
Anti-Executableのインストール
 Anti-Executable Standardユーザガイド
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インストール概要

Anti-Executableは、Windows Server 2003、Windows Server 2008、Windows XP SP3、および
Windows Vistaの 32bit版および 64bit版にインストールできます。
インストールする前に、オペレーティングシステムのバージョンを確認し、以下のリストから
インストーラを選択してください。

システム インストールファイル
Windows XP/Vista (32bit版 ) AEStd_32-bit.msi

Windows XP/Vista (64bit版 ) AEStd_64-bit.msi

Windows Server 2003およびWindows Server 2008 
(32bit版 )

AESrvStd_32-bit.msi

Windows Server 2003およびWindows Server 2008 
(64bit版 )

AESrvStd_64-bit.msi
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Anti-Executableのインストール

Anti-Executableは、セットアップウィザードを使⽤してインストールすることができます。
Anti-Executableをインストールするには、以下の⼿順を実⾏します。
1. CD-ROMドライブにメディアパッケージの CD-ROMを挿⼊します。Anti-Executableをイン

ターネット経由でダウンロードした場合は、AEStd_32-bit_en.msi (32bit版オペレーティン
グシステム )またはを AEStd_64-bit_en.msi (64bit版オペレーティングシステム )をダブル
クリックして、インストールプロセスを開始します。[次へ ]をクリックして、続⾏します。

2. 使⽤許諾契約書を読んで、同意します。[次へ ]をクリックして、続⾏します。

3. ユーザー名と組織を⼊⼒します。[評価版を使⽤ ]を選択すると、Anti-Executableは評価版
としてインストールされ、30⽇間有効になります。ライセンスキーを⼊⼒していつでも評価
版を完全版に変換することができます。[次へ ]をクリックして、続⾏します。
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4. インストール場所を指定します。デフォルトは、C:\Program Files\Faronics\AEです。
[次へ ]をクリックして、続⾏します。

5. この⼿順は任意です。Anti-Executable管理者と信頼ユーザーのパスワードを指定します。
このパスワードは、インストール後に Anti-Executableの [ユーザー ]タブで設定すること
ができます。[次へ ]をクリックして、続⾏します。
able Standardユーザガイド
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6. [⾃動スキャン ] ダイアログが表⽰されます。Anti-Executable によりコンピュータのリムー
バブル以外のドライブが⾃動的にスキャンされ、ホワイトリストが作成されるようにするに
は、チェックボックスを選択します。次のオプションを選択します。

• ファイルの指紋をホワイトリストに追加 - ファイルの個別の識別 ID をホワイトリストに追加
します。ホワイトリストに指紋が追加されたファイルは、実⾏を許可されます。 

• デジタル署名したファイルの発⾏者をホワイトリストに追加 - 発⾏者をホワイトリストに追
加します。ホワイトリストの発⾏者がデジタル署名したファイルは、実⾏を許可されます。 

• デジタル署名したファイルの発⾏者をホワイトリストに追加します。または、ファイルの指
紋を追加 – デジタル署名したファイルの発⾏者を追加、またはデジタル署名がない場合は、
ファイルの指紋を追加します。 

[インストール ] をクリックして、Anti-Executableをインストールします。Anti-Executableが
インストールされ、ホワイトリストが有効となります。 

7. [完了 ]をクリックして、インストールを終了します。
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8. インストールが正常に⾏われたら、再起動が必要です。すぐに再起動する場合は [はい ]
をクリックし、後で再起動する場合は [いいえ ]をクリックします。

インストール後、すぐに再起動することが推奨されます。
[⾃動スキャンとホワイトリストの作成 ]ダイアログで [有効化 ]チェックボッ
クスが選択されていると、保護が有効になり、コンピュータが再起動したとき
に有効なホワイトリストが作成されます。
[⾃動スキャンとホワイトリストの作成 ]ダイアログで [有効化 ]チェックボッ
クスが選択されていないと、保護は無効になり、コンピュータが再起動したと
きに有効なホワイトリストが作成されません。
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Anti-Executableの使⽤

この章では Anti-Executableへのアクセス、構成、使⽤⼿順について説明します。

トピック

Anti-Executableへのアクセス
ステータスタブ
ホワイトリストタブ
有効なホワイトリストへの実⾏可能ファイルの追加
ブラックリストタブ
ユーザータブ
セットアップタブ
 Anti-Executable Standardユーザガイド
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Anti-Executableへのアクセス

Anti-Executableは、Shiftキーを押したまま、Windowsのシステムトレイの Anti-Executableア
イコンをダブルクリックして、アクセスできます。アイコンが存在しない場合、Ctrl + Alt + 
Shift + F10ホットキーを使⽤できます。
管理者は、[ステータス ]、[ホワイトリスト ]、[ブラックリスト ]、[ユーザー ]、[セットアッ
プ ]の各タブにアクセスできます。信頼ユーザーは、[ステータス ]、[ホワイトリスト ]、
[ブラックリスト ]のみにアクセスできます。
外部ユーザーは Anti-Executableにアクセスできません。パスワードが設定されている場合、
Anti-Executable管理者および信頼ユーザーが Anti-Executableにアクセスするには、適切なパ
スワードを⼊⼒する必要があります。

Anti-Executableの使⽤
インストール後に、Anti-Executableを設定する必要があります。Anti-Executableの管理者は、
以下のすべてのタブにアクセスできます。
• ステータス — このタブにはインストールされている Anti-Executableのバージョンおよび新

しいバージョンの有無が表⽰されます。また、構成をインポートおよびエクスポートしたり、
Anti-Executable保護を、[有効化 ]、[無効化 ]、または [メンテナンスモード ]に設定で
きます。

• ホワイトリスト — このタブではホワイトリストの作成、編集、適⽤を⾏います。
• ブラックリスト — このタブではブラックリストの作成、編集、適⽤を⾏います。
• ユーザー — このタブでは、管理者、信頼ユーザー、およびパスワードを追加できます。
• セットアップ — このタブでは、ステルスモードの設定、ログ管理、アラートメッセージ、

Deep Freezeと Anti-Executableの互換性の有効化を⾏います。
インストールを⾏ったWindows管理者のユーザーアカウントが、最初の Anti-Executable管理
者です。
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ステータスタブ

[ステータス ]タブにより、Anti-Executable管理者と信頼ユーザーは、さまざまな設定、保護の
有効化、無効化、メンテナンスモードの設定、これまで保存されていた構成のインポートまたは
エクスポートなどが⾏えます。Faronics Core Consoleでワークステーションを 1台選択し、
[Anti-Executableの構成 ]を選択すると、ワークステーションの構成が⾃動的に取得されます。

製品情報の確認
[バージョン情報 ]ペインには、インストールされている Anti-Executableのバージョンが表⽰
されます。新しいバージョンがある場合、「新規バージョンが利⽤可能です」と表⽰されます。
詳細は、[更新 ]をクリックしてください。
Anti-Executableの評価版がインストールされている場合は、[有効期限 ]フィールドには、
Anti-Executableの有効期限が切れる⽇付が表⽰されます。Anti-Executableでは、Windowsの
システムトレイに現在のライセンス状況について表⽰されます。
評価期間の期限が切れると、Anti-Executableでコンピュータが保護されません。Anti-Executableの
有効期限が切れると、以下のアイコンが表⽰されます。

Anti-Executableの評価版を完全版に変換するためには、[編集 ]をクリックし、[ライセンス
キー ]フィールドに有効なライセンスキーを⼊⼒します。Faronicsに連絡して、ライセンスキー
を⼊⼿することができます。
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Anti-Executable保護の有効化
インストール中に [⾃動スキャンとホワイトリスト作成 ]ダイアログで [有効化 ]を選択する
と、インストール後に、Anti-Executableはデフォルトで有効になります。そうでない場合は、
Anti-Executableでコンピュータが保護されません。ホワイトリストでの保護が有効になるように、
管理者または信頼ユーザーは、[有効化 ]を選択する必要があります。

保護が無効の場合に、ワークステーション上で Anti-Executableの保護を有効にするように通知
させるには、[通知間隔 ]チェックボックスを使⽤します。

Anti-Executableのメンテナンスモード
メンテナンスモードで Anti-Executableを実⾏するには、[メンテナンスモード ]を選択して、
[適⽤ ]をクリックします。メンテナンスモードになっているときに、追加または修正された新
しい実⾏可能ファイルは、⾃動的に有効なホワイトリストに追加されます。メンテナンスモー
ドを終了するには、[有効化 ]または [無効化 ]を選択します。
[有効化 ]を選択すると、Anti-Executableで変更が記録されます。[無効化 ]を選択すると、
Anti-Executableで変更は記録されません。

Anti-Executableの構成のエクスポート
Anti-Executable管理者は、他のコンピュータに適⽤できる複数の構成を保存することができま
す。ホワイトリストが有効になっている場合、それも構成のエクスポートに含められます。
Anti-Executableの構成ファイルを保存するには、選択を⾏った後、[ステータス ]タブで [エク
スポート ]をクリックします。構成ファイルは、不正に変更されるのを防ぐために、専⽤の形
式 (.aecfg)で保存されます。以前に定義された構成ファイル (.aecfg)を開くには、[開く ]をク
リックして、構成ファイルを参照します。

Anti-Executableの構成のインポート
Anti-Executable Administratorsおよび信頼ユーザは、[インポート ] をクリックして過去にエク
スポートされた Anti-Executableの構成をインポートできます。表⽰された [インポート オプ
ション ] ダイアログから 1つ以上のインポート オプションを選択します。次のいずれのオプ
ションを選択しなくてもインポートは実⾏できます。

保護が有効になっていても、有効なホワイトリストが空の場合は、基本システ
ム実⾏可能ファイル (例えばブートアップ、ログイン )だけを実⾏することがで
きます。Anti-Executableの管理者と信頼ユーザーだけが、ホワイトリストを管
理することができます。

コンピュータがメンテナンスモードで実⾏されていて、保護が無効になってい
る場合、メンテナンスモードの間にワークステーションに対して⾏われた変更
は有効なホワイトリストに追加されません。

コンピュータがメンテナンスモードで実⾏されている間は、Windows Updatesの
ために⼗分な時間を取る必要があります。

XML形式で設定を保存した場合は、構成を表⽰することだけが可能になります。
XMLの構成ファイルは、他のコンピュータには適⽤できません。
Anti-Executableに加えた変更は、[適⽤ ]をクリックするまで有効になりません。
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• アクティブなホワイトリストおよびブラックリストのインポート
• アラート画像のインポート
• Anti-Executableユーザのインポート
[OK] をクリックして、構成ファイル (.aecfg)を参照します。
 Anti-Executable Standardユーザガイド



Anti-Execut

 26 |  Anti-Executableの使用
ホワイトリストタブ

保護が [有効化 ]に設定されていると、Anti-Executableでは、有効なホワイトリストにあるす
べての実⾏可能ファイルの起動が許可されます。また、ホワイトフォルダ (フォルダとそのサ
ブフォルダ )に含まれるすべての実⾏可能ファイルも起動することができます。
⼀度に有効にできるホワイトリストは 1つだけです。最初のホワイトリストを作成するための
情報は、「新規ホワイトリストの作成」というタイトルのセクションを参照してください。

ホワイトリストエディタの使⽤
Anti-Executableのホワイトリストエディタは、[ホワイトリスト ]タブをクリックし、[新規 ]、
[開く ]、または [編集 ]のいずれかを選択すると開きます。Windowsエクスプローラで、それ
ぞれのホワイトリストファイルを開いたときも、ホワイトリストエディタが開きます。
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• 新規 — ホワイトリストエディタが開き、Anti-Executable管理者と信頼ユーザーは、新規ホ
ワイトリストを作成できます。

• 開く — 既存のホワイトリストを開き、編集できます。
• 編集 — ホワイトリストエディタを開き、有効なホワイトリストに実⾏可能ファイルやフォル

ダを追加したり、削除できます。

新規ホワイトリストの作成
Anti-Executable管理者と信頼ユーザーだけが、ホワイトリストエディタにアクセスすることが
できます。

新規ホワイトリストを作成するには、以下の⼿順を実⾏します。
1. Shiftキーを押したまま、システムトレイの Anti-Executableアイコンをダブルクリックしま

す。または、Ctrl +Alt +Shift + F10 ホットキーを押すこともできます。管理者パスワードを
⼊⼒して、Anti-Executableにログオンします。[ホワイトリスト] タブをクリックします。
[新規 ]をクリックします。ホワイトリストエディタが表⽰されます。

ホワイトリストを作成するには、クリーンな状態のコンピュータの使⽤を推奨
します。クリーンな状態のコンピュータとは、⽇常の作業に必要なオペレー
ティングシステムとその他のアプリケーションがインストールされたシステム
をいいます。ユーザーがコンピュータを使いだす前にホワイトリストを作成す
ると、ホワイトリストにはコンピュータが適切に動作するために必要なファイ
ルのみが含まれます。
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2. ワークステーションをローカルでスキャンするために複数のドライブまたはディレクトリを
選択するには、Ctrlキーを押したままクリックするか、Shiftキーを押したままクリックし
ます。 [マイネットワークプレース ] をクリックし、リモートスキャンするリモートのワーク
ステーションを参照して選択します。 [UNCパスの⼊⼒ ] フィールドに UNCパスを⼊⼒する
ことも可能です。
able Standardユーザガイド



 ホワイトリストタブ| 29 
• 次のオプションを選択します。
— ファイルの指紋をホワイトリストに追加 - ファイルの個別の識別 ID をホワイトリストに

追加します。ホワイトリストに指紋が追加されたファイルは、実⾏を許可されます。 
— デジタル署名したファイルの発⾏者をホワイトリストに追加 - 発⾏者をホワイトリストに

追加します。ホワイトリストの発⾏者がデジタル署名したファイルは、実⾏を許可され
ます。 

— デジタル署名したファイルの発⾏者をホワイトリストに追加します。または、ファイル
の指紋を追加 – デジタル署名したファイルの発⾏者を追加、またはデジタル署名がない
場合は、ファイルの指紋を追加します。 

スキャン機能では、選択した場所とそのサブディレクトリのすべての実⾏可能ファイル 
(.scr、.jar、.bat、.com、または .exeの拡張⼦が付いたファイル )が検索されます。スキャンの
時間は、その場所のサイズと、その中で検出された実⾏可能ファイルの数によって異なります。

3. [OK]をクリックします。進⾏状況を⽰す [ホワイトリストの作成 ]ダイアログが表⽰されます。

4. スキャンが完了したら、続⾏するかどうかを尋ねられます。[OK]をクリックします。

5. 登録されたホワイトリストが表⽰されます。フォルダと実⾏可能ファイルは個別に追加する
ことができます。新規ホワイトリストに追加するには、フォルダまたは実⾏可能ファイルを
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選択し、[追加 ]をクリックします。フォルダを追加すると、フォルダとそのサブフォルダの
中の実⾏可能ファイルは起動を許可されます。
— フォルダまたは実⾏可能ファイルを削除するには、いずれかを選択して、[削除 ]をク

リックします。これは、フォルダまたは実⾏可能ファイルをシステムから削除するとい
うことではありません。

— 既存のホワイトリストにフォルダまたは実⾏可能ファイルを統合するには、[マージ ]を
クリックします。[開く ]ダイアログが表⽰されます。既存のホワイトリストを選択して、
[開く ]をクリックします。スキャンされたファイルまたは実⾏可能ファイルのリスト
は、既存のホワイトリストの内容に統合されます。ホワイトリストを同じ名前で保存す
るには、[保存 ]をクリックします。統合したホワイトリストを別の名前で保存するに
は、[名前を付けて保存 ]をクリックします。

— 特定のフォルダまたは実⾏可能ファイルを検索するには、[検索 ]フィールドにフォルダ
や実⾏可能ファイルの名前の 1⽂字または数⽂字を⼊⼒します。⼊⼒された⽂字に基づ
いてリストがフィルターされます。

⽇付で実⾏可能ファイルを並べ替えるには、[⽇付 ]カラムのタイトルをクリックします。

6. [信頼済み ]カラムをクリックし、アプリケーションが信頼済みかどうか定義します。チェッ
クマークが選択されている場合、アプリケーションが信頼済みであり、それらが、⾃⾝では
実⾏禁⽌の他のファイルを起動することができることを⽰します。

7. [コメント ]コラムをクリックして、アプリケーションにコメントを⼊⼒します。テキスト
プロンプトが表⽰され、追加情報を⼊⼒することができます。また、ホワイトリストエディ
タの上部にあるスペースにリスト全体の説明を⼊⼒することもできます。

8. [保存 ]をクリックして、ホワイトリストを保存します。別の名前で保存するには、[名前を
付けて保存 ]をクリックします。ホワイトリストは、.aeblという拡張⼦が付いた専⽤の形
式で保存されます。ホワイトリストを XMLまたは CSVの形式にエクスポートするには、[エ
クスポート ]をクリックします。XMLおよび CSV形式のホワイトリストは、Windowsエク
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スプローラで開き、編集することができます。ただし、有効なホワイトリストとして設定す
ることはできません。

ホワイトリストの有効化
ホワイトリストが作成された後に、[ホワイトリスト ]タブの有効なホワイトリストの部分で、
[参照 ]ボタンをクリックすると、有効なホワイトリストに指定できます。[参照 ]ボタンにより、
[開く ]ダイアログが起動します。ホワイトリストを参照し、[開く ]をクリックします。

ホワイトリスト エディタのカラムの追加または削除
カラムを追加または削除するには、次の⼿順を実⾏します。
1. ホワイトリスト エディタを開きます。 
2. カラムのタイトルを右クリックし、[カラムの追加 /削除 ] を選択します。

3. 追加するカラムを選択します。削除するカラムはチェックボックスの選択を解除します。ま
た [上に移動または下に移動 ] をクリックすると、カラムの位置を変更できます。[名前 ]、[
タイプ ]、[パス ]、[⽇付 ]、[コメント ] カラムは削除できません。 

実⾏可能ファイルに関する詳細は、実⾏可能ファイルを右クリックして、
[Google検索 ]を選択します。デフォルトのブラウザが起動し、実⾏可能ファイ
ル名が www.google.comで検索されます。
 Anti-Executable Standardユーザガイド



Anti-Execut

 32 |  Anti-Executableの使用
4. [OK] をクリックします。 

既存のホワイトリストへの発⾏者またはファイル /フォルダの追加
カラムを追加または削除するには、次の⼿順を実⾏します。
1. ホワイトリストエディタを開きます。 
2. [追加 ] をクリックします。
3. [ホワイトリストへの追加 ] ダイアログが表⽰されます。発⾏者またはファイル /フォルダ

を選択します。発⾏者を追加する場合、その発⾏者のファイルを検索して選択します。ファ
イルがデジタル署名されている場合、発⾏者の名前が表⽰されます。ファイル /フォルダを
追加する場合、ファイルまたはフォルダを検索して選択します。[UNCパスの⼊⼒ ] フィー
ルドに UNCパスを⼊⼒することもできます。

4. [OK] をクリックします。発⾏者またはファイル /フォルダがホワイトリストに追加されま
す。 

既存のホワイトリストへの実⾏ファイルまたはフォルダの追加
スキャン機能は、新規ホワイトリストに追加する以外に、特定の場所から実⾏可能ファイルを
既存のホワイトリストに追加することができます。この場所はローカル、外部、またはネット
ワーク上のどこでも可能です。
• [スキャン ]をクリックして、[ホワイトリストスキャンの保存先 ]ダイアログを開きます。

これにより選択した場所のすべての実⾏可能ファイルが検索されます。スキャンが終了する
と、結果はホワイトリストに統合されます。

• [追加 ]をクリックすると、個々のフォルダと実⾏可能ファイルを追加できます。
• 以前に作成されたホワイトリストを開くには、[開く ]をクリックし、ホワイトリストファ

イルを参照します。[追加 ]、[削除 ]、[スキャン ]、または [マージ ]の各ボタンを使って、
必要な変更を加えます。これらのボタンは、ホワイトリストから実⾏可能ファイルとフォル
ダを追加 /削除します。これらは、コンピュータ上の実際のファイルまたはフォルダを変更
するわけではありません。

• [ホワイトリストのみ ]ボタンをクリックして、ブラックリストから実⾏可能ファイルを削
除し、それらがホワイトリストの⼀部であることを確認します。
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• 同時に、複数のホワイトリストを開き、編集することができます。有効なホワイトリストと
して設定できるリストは⼀度に 1つだけです。
 Anti-Executable Standardユーザガイド



Anti-Execut

 34 |  Anti-Executableの使用
有効なホワイトリストへの実⾏可能ファイルの追加

実⾏可能ファイルは、起動すると、有効なホワイトリストに追加されます。コンピュータが保
護状態にあり、実⾏禁⽌ファイルが起動された場合、Anti-Executable管理者または信頼ユー
ザーは、[許可 ]、[拒否 ]、または [許可しホワイトリストに追加する ]のいずれかのオプショ
ンを選択するよう指⽰されます。

• 許可 — 実⾏可能ファイルの起動を許可しますが、有効なホワイトリストには追加されません。
次回実⾏可能ファイルを起動すると、再びブロックされます。

• 拒否 — 実⾏可能ファイルは、有効なホワイトリストに追加されず、実⾏禁⽌ファイルのま
まです。起動は許可されません。

• 許可しホワイトリストに追加する — 実⾏可能ファイルの起動は許可されます。また、その
ファイルは実⾏許可ファイルとして、有効なホワイトリストに追加されます。

外部のユーザーは、許可するか、拒否するか、または許可しホワイトリストに追加するかを選
択するのに必要な権限がありません。有効なホワイトリストにない実⾏可能ファイルを起動し
ようと試みた外部のユーザーに、実⾏可能ファイルがブロックされたことが通知されます。詳
細は、「アラートのカスタマイズ」のセクションを参照してください。
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ブラックリストタブ

保護が [有効化 ]に設定されていると、Anti-Executableでは、有効なブラックリストにあるす
べての実⾏可能ファイルの起動がブロックされます。また、ブラックフォルダ (フォルダとその
サブフォルダ )に含まれるすべての実⾏可能ファイルもブロックされます。
⼀度に有効にできるブラックリストは 1つだけです。最初のブラックリストを作成するための情
報は、「新規ブラックリストの作成」というタイトルのセクションを参照してください。

ブラックリストエディタの使⽤
Anti-Executableのブラックリストエディタは、[ブラックリスト ]タブをクリックし、[新規 ]、
[開く ]、または [編集 ]のいずれかを選択すると開きます。Windowsエクスプローラで、ブ
ラックリストファイルを開いても、ブラックトリストエディタが開きます。
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• 新規 — ブラックリストエディタが開き、Anti-Executable管理者と信頼ユーザーは、新規ブ
ラックリストを作成できます。

• 開く — 既存のブラックリストを開き、編集できます。
• 編集 — ブラックリストエディタを開き、有効なブラックリストに実⾏可能ファイルやフォ

ルダを追加したり、削除できます。

新規ブラックリストの作成
Anti-Executable管理者と信頼ユーザーだけが、ブラックリストエディタにアクセスすることが
できます。
新規ブラックリストを作成するには、以下の⼿順を実⾏します。
1. Shiftキーを押したまま、システムトレイの Anti-Executableアイコンをダブルクリックしま

す。または、Ctrl +Alt +Shift + F10 ホットキーを押すこともできます。管理者パスワードを
⼊⼒して、Anti-Executableにログオンします。[ブラックリスト ]タブをクリックします。
[新規 ]をクリックします。ブラックリストエディタが表⽰されます。
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2. 利⽤可能なアプリケーションをチェックするには、[スキャン ]をクリックして、ドライブ
またはディレクトリを選択します。複数のドライブまたはディレクトリを選択するには、
Ctrlキーを押したままクリック、または Shiftキーを押したままクリックします。または、
[マイネットワークプレース ]をクリックして参照し、リモートワークステーションを選択
することもできます。[OK]をクリックします。

次のオプションを選択します。
• ファイルの指紋をブラックリストに追加 - ファイルの個別の識別 ID をブラックリストに追加

します。ホワイトリストに指紋が追加されたファイルは、実⾏を許可されます。 

• デジタル署名したファイルの発⾏者をブラックリストに追加 - 発⾏者をブラックリストに追
加します。ブラックリストの発⾏者がデジタル署名したファイルは実⾏を許可されません。 

• デジタル署名したファイルの発⾏者をブラックリストに追加します。または、ファイルの指
紋を追加 – デジタル署名したファイルの発⾏者を追加、またはデジタル署名がない場合は、
ファイルの指紋を追加します。
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進⾏状況を⽰す [ブラックリストの作成 ]ダイアログが表⽰されます。

スキャン機能では、選択した場所とそのサブディレクトリのすべての実⾏可能ファイル
(.scr、.jar、.bat、.com、または .exeの拡張⼦が付いたファイル )が検索されます。スキャン
の時間は、その場所のサイズと、その中で検出された実⾏可能ファイルの数によって異なりま
す。

3. スキャンが終了すると、その結果を新規ブラックリストに統合するかどうかを尋ねられます。
[OK]をクリックします。

4. 登録されたブラックリストが表⽰されます。フォルダと実⾏可能ファイルは個別に追加する
ことができます。新規ブラックリストに追加するには、フォルダまたは実⾏可能ファイルを
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選択し、[追加 ]をクリックします。フォルダを追加すると、フォルダとそのサブフォルダの
中の実⾏可能ファイルの起動はブロックされます。
— フォルダまたは実⾏可能ファイルを削除するには、いずれかを選択して、[削除 ]をク

リックします。これは、フォルダまたは実⾏可能ファイルをシステムから削除するとい
うことではありません。

— 既存のブラックリストにフォルダまたは実⾏可能ファイルを統合するには、[マージ ]を
クリックします。[開く ]ダイアログが表⽰されます。既存のブラックリストを選択して、
[開く ]をクリックします。スキャンされたファイルまたは実⾏可能ファイルのリスト
は、既存のブラックリストの内容に統合されます。ブラックリストを同じ名前で保存す
るには、[保存 ]をクリックします。統合したブラックリストを別の名前で保存するに
は、[名前を付けて保存 ]をクリックします。

— 特定のフォルダまたは実⾏可能ファイルを検索するには、[検索 ]フィールドにフォルダ
や実⾏可能ファイルの名前の 1⽂字または数⽂字を⼊⼒します。⼊⼒された⽂字に基づ
いてリストがフィルターされます。

⽇付で実⾏可能ファイルを並べ替えるには、[⽇付 ]カラムのタイトルをクリックします。

5. [コメント ]カラムをクリックして、アプリケーションにコメントを⼊⼒します。テキスト
プロンプトが表⽰され、追加情報を⼊⼒することができます。また、ブラックリストエディ
タの上部にあるスペースにリスト全体の説明を⼊⼒することもできます。

6. ブラックリストを保存するには、[保存 ]をクリックします。別の名前で保存するには、[名
前を付けて保存 ]をクリックします。ブラックリストは、.aeblという拡張⼦が付いた専⽤の
形式で保存されます。ブラックリストを XMLまたは CSVの形式にエクスポートするには、
[エクスポート ]をクリックします。XMLおよび CSV形式のブラックリストは、Windows
エクスプローラで開き、編集することができます。ただし、有効なブラックホワイトリスト
として設定することはできません。

実⾏可能ファイルに関する詳細は、実⾏可能ファイルを右クリックして、
[Google検索 ]を選択します。デフォルトのブラウザが起動し、実⾏可能ファイ
ル名が www.google.comで検索されます。
 Anti-Executable Standardユーザガイド



Anti-Execut

 40 |  Anti-Executableの使用
ブラックリストの有効化
ブラックリストが作成された後に、[ブラックリスト ]タブの有効なブラックリストの部分で、
[参照 ]ボタンをクリックすると、有効なブラックリストに指定できます。[参照 ]ボタンにより、
[開く ]ダイアログが起動します。ブラックリストを参照し、[開く ]をクリックします。

ブラックリストエディタのカラムの追加または削除
カラムを追加または削除するには、次の⼿順を実⾏します。
1. ブラックリストエディタを開きます。 
2. カラムのタイトルを右クリックし、[カラムの追加 /削除 ] を選択します。

3. 追加するカラムを選択します。削除するカラムはチェックボックスの選択を解除します。ま
た [上に移動または下に移動 ] をクリックすると、カラムの位置を変更できます。[名前 ]、
[タイプ ]、[パス ]、[⽇付 ]、[コメント ] カラムは削除できません。 

4. [OK] をクリックします。
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既存のブラックリストへの発⾏者またはファイル /フォルダの追加
カラムを追加または削除するには、次の⼿順を実⾏します。
1. ブラックリストエディタを開きます。 
2. [追加 ] をクリックします。

3. [ブラックリストへの追加 ] ダイアログが表⽰されます。発⾏者またはファイル /フォルダを
選択します。発⾏者を追加する場合、その発⾏者のファイルを検索して選択します。ファイ
ルがデジタル署名されている場合、発⾏者の名前が表⽰されます。ファイル /フォルダを追
加する場合、ファイルまたはフォルダを検索して選択します。[UNCパスの⼊⼒ ] フィール
ドに UNCパスを⼊⼒することもできます。
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4. [OK] をクリックします。発⾏者またはファイル /フォルダがブラックリストに追加されま
す。

ブラックリストエディタを使った、既存のブラックリストへの実⾏可能ファイルまたはフォルダ
の追加

スキャン機能は、新規ブラックリストに追加する以外に、特定の場所から実⾏可能ファイルを
既存のブラックリストに追加することができます。この場所はローカル、外部、またはネット
ワーク上のどこでも可能です。
• [スキャン ]をクリックして、[ブラックリストスキャンの保存先 ]ダイアログを開きます。

これにより選択した場所のすべての実⾏可能ファイルが検索されます。スキャンが終了する
と、その結果はブラックリストに統合されます。

• [追加 ]をクリックすると、個々のフォルダと実⾏可能ファイルを追加できます。
• 以前に作成されたブラックリストを開くには、[開く ]をクリックし、ブラックリストファ

イルを参照します。[追加 ]、[削除 ]、[スキャン ]、または [マージ ]の各ボタンを使って、
必要な変更を加えます。これらのボタンは、ブラックリストから実⾏可能ファイルとフォル
ダを追加 /削除します。これらは、コンピュータ上の実際のファイルまたはフォルダを変更
するわけではありません。

• [ブラックリストのみ ]ボタンをクリックして、ホワイトリストから実⾏可能ファイルを削
除し、それらがブラックリストの⼀部であることを確認します。

• 同時に、複数のブラックリストを開き、編集することができます。有効なブラックリストと
して設定できるリストは⼀度に 1つだけです。
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ユーザータブ

Anti-Executableでは、ユーザーが利⽤可能な機能を決定するために、Windowsのユーザーアカ
ウントが使⽤されます。2つのタイプの Anti-Executableユーザーがあります。
• 管理者ユーザー － ホワイトリスト、ブラックリスト、ユーザー、およびセットアップの管理

と Anti-Executableのアンインストールができます。
• 信頼ユーザー － 有効なホワイトリストまたは有効なブラックリストを作成、構成、設定する

ことができます。Anti-Executableのアンインストールは、禁⽌されています。ユーザーまた
はセットアップを管理することはできません。

デフォルトでは、Anti-Executableのインストールを⾏うWindowsユーザーアカウントが、
最初の Anti-Executable管理者ユーザーになります。その後、この管理者ユーザーは、既存の
Windowsユーザーを、Anti-Executableに追加することができます。
Anti-Executableにリストされていないすべてのユーザーは、有効なホワイトリストによって指
定された実⾏可能ファイル起動制限に従う外部のユーザーです。
Anti-Executableが有効化されているときに、Anti-Executable管理者または信頼ユーザーが、実
⾏禁⽌ファイルを開こうと試みた場合、許可するか、拒否するか、または許可しホワイトリスト
に追加するかを選択するダイアログが表⽰されます。

Anti-Executable管理者または信頼ユーザーの追加
すべての Anti-Executableユーザーは、既存のWindowsユーザーアカウントです。ただし、すべ
てのWindowsユーザーアカウントが⾃動的に管理者または信頼ユーザーになるわけではありま
せん。管理者または信頼ユーザーではないWindowsユーザーアカウントは外部ユーザーです。
Anti-Executableにユーザーを追加するには、以下の⼿順を実⾏します。
1. Anti-Executableウインドウの上部の [ユーザー ]タブをクリックします。

2. [追加 ]をクリックして、新規ユーザーを追加します。提⽰されたリストから、ユーザーア
イコンを選択します。
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3. リストが空の場合、[詳細 ] > [検索 ] をクリックして、利⽤可能なユーザーのリストを表⽰
します。ログインしているドメイン管理者は、他のドメインユーザーを追加することができ
ます。Anti-Executableのリストにユーザーを追加するには、ユーザー名をクリックし、[OK]
をクリックします。

4. デフォルトでは、追加された各ユーザーは Anti-Executable信頼ユーザーになります。新規
ユーザーに管理者権限を与える場合、[Anti-Executable Adminロール ]チェックボックスを
選択して、Anti-Executable管理者として指定します。
able Standardユーザガイド



 ユーザータブ| 45 
5. 終了したら、[適⽤ ]をクリックします。

Anti-Executable管理者または信頼ユーザーの削除
[ユーザー ]タブをクリックし、削除するユーザーを選択します。[削除 ]をクリックします。こ
れによりユーザーのWindowsユーザーアカウントが削除されるわけではありません。これで、
ユーザーは外部ユーザーになります。
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Anti-Executableパスワードの有効化
保護の強化として、Anti-Executableでは、各ユーザーグループにパスワードを付加することが
できます。関連づけられたグループのメンバーのみにパスワードは適⽤されます。
パスワードを指定するには、[有効化 ]チェックボックスが選択されていることを確認します。
[新しいパスワード ]フィールドと [パスワードの確認 ]フィールドにパスワードを⼊⼒します。
変更を保存するには、[適⽤ ]をクリックします。
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セットアップタブ

Anti-Executable管理者は、さまざまなユーザーのアクションをログに記録するためにロギングの
設定、ステルスモードのさまざまな設定の適⽤、アラートの設定、Deep Freeze互換性の有効化
などができます。

Anti-Executableでのイベントロギングの設定
[ログの作成 ] を選択して、イベントビューアにイベントのログを作成します。ログファイルは
ワークステーションの S:/AEE/AE.log に保存されます。

Anti-Executableのステルス機能
ステルスモードは、システム上の Anti-Executableの存在を視覚的に⽰すアイコンなどを管理す
る複数のオプションです。ステルスモードでは、管理者は、Windowsのシステムトレイで
Anti-Executableのアイコンを⾮表⽰にしたり、アラートやスプラッシュ画⾯が表⽰されないよ
うにするオプションを利⽤できます。
Anti-Executableがシステムトレイに表⽰されていない場合、管理者と信頼ユーザーは、Ctrl + 
Alt + Shift + F10ホットキーを使って Anti-Executableを起動できます。
ステルス機能には以下のオプションがあります。
• 通知を表⽰しない — アラートが表⽰されないようにします。
• システムトレイのアイコンを表⽰しない — システムトレイの Anti-Executableアイコンを⾮

表⽰にします。
• スプラッシュウィンドウの無効化 — Anti-Executableが起動される前に表⽰されていた

Anti-Executableのスプラッシュウィンドウを無効にします。
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Deep Freezeメンテナンス互換性

Deep Freezeのメンテナンスモード互換性機能により、管理者はDeep Freezeと Anti-Executable
のメンテナンスモードを同期させることができます。 [Deep Freezeメンテナンスモード互換性を
有効にする ]チェックボックスを有効にすることで、Deep Freezeがメンテナンスモードになる
と、Anti-Executableも⾃動的にメンテナンスモードになります。
Deep-Freezeと Anti-Executableが同時にメンテナンスモードになるように設定することで、コ
ンピュータに追加された実⾏可能ファイルは、有効なホワイトリストに追加されるだけでなく、
メンテナンスモードの終了後にコンピュータが保護されると、Deep Freezeによって保持されま
す。
Anti-Executableでは、Deep Freezeのメンテナンスモードが終了する少し前までメンテナンス
モードが継続します。Anti-Executableのメンテナンスモードが終了すると、有効なホワイトリス
トに新しい実⾏可能ファイルまたは更新された実⾏可能ファイルが追加されます。Deep Freeze
のメンテナンスモードが終了すると、更新されたホワイトリストで保護状態になっているコン
ピュータが再起動します。

Deep Freezeの詳細は、http://www.faronics.com/deepfreezeをご覧ください。

アラートのカスタマイズ
Anti-Executable管理者は、[アラート ]ペインを使って、ユーザーが実⾏禁⽌ファイルを実⾏
しようとしたときに表⽰されるメッセージとイメージを指定することができます。以下のメッ
セージを設定できます。
• ホワイトリスト違反のメッセージ — ホワイトリストに違反があったときに表⽰されます。
• ブラックリスト違反のメッセージ — ブラックリストに違反があったときに表⽰されます。
メッセージを⼊⼒するか、デフォルトのメッセージを使⽤します。ユーザーが実⾏禁⽌ファイ
ルを実⾏しようとすると、このテキストがすべてのアラートダイアログに表⽰されます。[変更
]をクリックして、ファイルを参照し、ビットマップイメージを選択します。選択したイメージ
はアラートダイアログのテキストとともに表⽰されます。アラートメッセージには、以下の情
報が表⽰されます。
• 実⾏可能ファイルの場所
• 実⾏可能ファイル名
• デフォルトまたはカスタマイズされたイメージ
• デフォルトまたはカスタマイズされたメッセージ

この機能は、コンピュータに Faronics Deep Freezeと Faronics Anti-Executable
がインストールされているときにのみ有効になります。

Deep Freezeが保護状態になっていると、[Deep Freezeメンテナンスモード互換
性を有効にする ]チェックボックスを選択することはできません。これはコン
ピュータに加えられた変更が再起動によって失われるためです。 Anti-Executable
が無効になっているときに、Deep Freezeがメンテナンスモードになると、
Anti-Executableは無効の状態が続きます。
Deep Freezeによって開始するメンテナンス期間は、Anti-Executableで設定さ
れているその他のメンテナンス期間よりも優先します。
able Standardユーザガイド
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Anti-Executableのアンインストール

この章では Anti-Executableのアンインストール⼿順について説明します。

トピック

セットアップウィザードを使⽤したアンインストール
 Anti-Executable Standardユーザガイド
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セットアップウィザードを使⽤したアンインストール

Anti-Executableをアンインストールするには、以下の⼿順を実⾏します。
1. .msiファイルをダブルクリックして、アンインストールプロセスを開始します。インストー

ルウィザードが表⽰されます。

2. [削除 ]をクリックします。

3. [削除 ]をクリックします。

Anti-Executableのアンインストールは、Anti-Executable管理者権限を持つユー
ザーとしてログインし、保護が無効に設定されているときにのみ⾏えます。
able Standardユーザガイド



 セットアップウィザードを使用したアンインストール| 51 
4. アンインストールが終了したら、[完了 ]をクリックします。

5. アンインストールが正常に⾏われたら、再起動が必要になります。すぐに再起動する場合は
[はい ]をクリックし、後で再起動する場合は [いいえ ]をクリックします。

アンインストール後、すぐに再起動することが推奨されます。
 Anti-Executable Standardユーザガイド
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